
活
、
研
究
生
活
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
維
持
に
も
不
可

欠
の
存
在
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
、
二
〇
〇
四
年
に
国
立
大
学
法
人

と
な
っ
て
以
来
、
基
礎
的
な
予
算
（
一

般
運
営
交
付
金
）
が
年
々
削
減
さ
れ

る
中
で
、
北
大
も
お
金
が
足
り
な
く

な
り
、
北
大
生
協
が
担
っ
て
き
た
様
々

な
事
業
に
つ
い
て
も
入
札
に
よ
っ
て
事

業
者
が
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
総
合
的
な
事
業
展

開
の
中
で
、
収
益
の
上
が
る
事
業
・
店

舗
で
他
の
事
業
や
店
舗
の
赤
字
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
日
で

は
、
収
益
の
上
が
る
事
業
で
は
企
業

と
の
競
争
が
強
い
ら
れ
、
総
合
的
な

事
業
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
が

こ
の
度
、
北
大
生
協
の
理
事
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
巡
り
合

わ
せ
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
喘
ぐ
こ

の
時
期
に
ど
う
し
て
、
と
思
わ
な
く

も
な
い
で
す
が
、
そ
こ
は
「
Ｖ
字
回
復

し
か
あ
り
得
な
い
」
と
肯
定
的
に
考

え
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
北
大
生
協
の

経
営
は
他
の
大
規
模
大
学
生
協
と
同

様
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
決
算
で
は
２
億
円
を
超
え
る

赤
字
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
脱
し
て
新
た
な
成
長
軌
道
に

乗
せ
る
た
め
、
差
し
あ
た
り
２
つ
の
こ

と
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
組
合
員
（
と
そ
の
代
表

で
あ
る
理
事
会
）
と
店
舗
な
ど
生
協

事
業
の
現
場
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
利
用
者
の

意
見
を
聞
い
て
事
業
を
見
直
す
こ
と

は
協
同
組
合
で
あ
る
生
協
の
お
家
芸

で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
そ
う

い
う
実
感
を
も
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
、「
組
合
員
の
声
」
な
ど
意

見
を
表
明
す
る
機
会
は
多
い
で
す
が
、

業
務
等
の
改
善
を
求
め
る
意
見
の
う

ち
、
毎
年
い
く
つ
が
実
現
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
ま
ず
は
理
事
会
と
現
場
と

の
対
話
や
交
流
を
盛
ん
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
大
学
と
の
関
係

強
化
で
す
。
大
学
生
協
は
学
生
生

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
収

益
の
上
が
り
に
く
い
事
業
か
ら
撤
退

し
、
赤
字
の
店
舗
を
閉
め
る
、
と
い

う
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す

が
、
そ
れ
は
北
大
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ

と
で
し
ょ
う
か
？

か
つ
て
有
名
な
タ
レ
ン
ト
が
宮
崎
県

知
事
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
代
、
税
金
の
無
駄
遣
い

を
解
消
す
る
と
し
て
、
競
争
入
札
を

徹
底
的
に
導
入
し
た
結
果
、
地
元
最

大
手
の
土
建
業
者
が
倒
産
、
下
請
け

企
業
を
含
め
て
多
数
の
会
社
と
従
業

員
が
路
頭
に
迷
い
ま
し
た
。
１
円
で
も

コ
ス
ト
を
下
げ
、
１
円
で
も
多
く
の
収

入
を
得
る
と
い
う
、
一
見
合
理
的
な
行

動
は
副
作
用
が
大
き
い
場
合
も
あ
る

の
で
す
。

北
大
生
協
は
職
域
生
協
と
し
て
、

外
か
ら
お
金
を
持
っ
て
来
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
お
金
を
外
に
持
ち
出

す
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。
多
少
の
利
益

が
上
が
っ
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
北
大
の

中
で
、
北
大
の
構
成
員
ひ
い
て
は
北
大

の
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
大
学
側
に
も
ご
理
解

頂
き
、
学
生
や
教
職
員
の
た
め
の
環

境
整
備
に
と
も
に
努
力
す
る
と
い
う
、

戦
略
的
な
協
力
関
係
を
作
り
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
職
員
そ
し
て
学
生
院
生
の
皆
さ

ん
、
手
を
取
り
あ
っ
て
北
大
生
協
の
Ｖ

字
回
復
を
実
現
致
し
ま
し
ょ
う
！

三
面	

大
野
池
の
ス
イ
レ
ン
を
駆
除
し
た
い

四
面–

五
面	

第
８
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

	

「
北
大
百
景
２
０
２
１
～
魅
力
発
見
×
再
発
見
～
」
審
査
結
果
発
表
!!

八
面	

大
学
文
書
館
へ
行
こ
う　
第
６
回

井
上
　
高
聡

首
藤
光
太
郎

北
海
道
大
学

大
学
文
書
館

北
海
道
大
学
総
合

博
物
館
・
助
教

Opinion!

コロナ禍と北大生協とコロナ禍と北大生協と

北海道大学大学院
農学研究院　教授
北大生協　理事長

坂爪　浩史

きぼうの虹フォトコンテスト特選作品
「秋の疾風に聳ゆ」
村橋究理基さん（大学院生）
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いじわるじいさん
五
輪
開
会
式
で
難
民
選
手

団
を
知
っ
た
。
各
国
の
メ

ダ
ル
獲
得
数
も
発
表
さ
れ

た
。
難
民
選
手
は
こ
れ
を

ど
う
受
け
止
め
た
の
だ
ろ

う
。
実
力
が
あ
っ
て
も
母

国
代
表
に
な
れ
な
い
胸
の

内
を
思
う
▼
シ
リ
ア
な
ど

か
ら
逃
れ
た
彼
ら
は
、
ド

イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
等
の
受

入
国
か
ら
参
加
し
た
。
こ

の
選
手
団
に
日
本
か
ら
の

参
加
者
は
い
な
い
。
難
民
認
定
率
が

他
の
先
進
国
に
比
べ
て
極
端
に
低
い

の
だ
か
ら
当
然
だ
▼
５
月
、
政
府

は
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

を
採
決
し
よ
う
と
し
た
。
出
入
国

管
理
局
が
、
難
民
認
定
申
請
を
２

回
却
下
し
た
ら
強
制
送
還
が
で
き

る
、
と
い
う
内
容
の
条
文
も
あ
る
。

法
案
審
議
中
、
テ
レ
ビ
が
難
民
申

請
中
の
男
性
と
日
本
人
妻
を
映
し

た
。
家
族
離
散
の
不
安
に
脅
え
て

い
た
▼
名
古
屋
入
管
が
ス
リ
ラ
ン

カ
女
性
を
病
気
の
治
療
を
せ
ず
死
亡

さ
せ
た
の
が
３
月
。
遺
族
代
理
の
弁

護
士
が
関
連
の
行
政
文
書
を
開
示
請

求
し
た
。
届
い
た
文
書
は
ほ
ぼ
黒
塗

り
だ
っ
た
。
世
間
の
目
が
入
管
に
集

ま
っ
た
こ
の
事
件
の
影
響
か
、
先
の

法
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
▼
紛
争
や

迫
害
か
ら
日
本
に
逃
げ
て
き
た
人
々

だ
。
他
の
先
進
国
の
よ
う
に
受
け
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
世
界
の
難

民
が
８
０
０
０
万
人
と
い
う
現
実
の

前
で
は
微
力
す
ぎ
る
が
、
せ
め
て
、

わ
が
国
も
五
輪
の
難
民
チ
ー
ム
に
選

手
を
送
り
出
せ
る
よ
う
な
国
に
な
れ

れ
ば
と
願
う
。�

（
今
日
子
）

全
国
教
職
員
委
員
会
は
３
か
月
に
１
度
の
頻
度
で

行
わ
れ
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
大
学

生
協
が
置
か
れ
て
い
る
大
学
の
教
職
員
（
大
学
生
協

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
な
り
ま
す
）
の
代
表
が
出

席
し
ま
す
。
一
昨
年
よ
り
、CO

V
ID
-19

に
よ
っ
て

委
員
会
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
委

員
会
に
は
「
学
び
と
成
長
、
読
書
＋
α
」、「
食
と
安

全
」、「
平
和
と
民
主
主
義
」、「
協
同
組
合
」、「
環
境

と
防
災
」
の
５
つ
の
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、

教
職
員
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
大
学
生
協
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
活
動
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
委
員

会
で
の
協
議
内
容
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
学
生
や
教
職

員
の
教
育
や
研
究
活
動
に
つ
い
て
、
院
生
・
学
部
生

の
生
活
の
実
態
調
査
、
情
報
交
換
な
ど
に
費
や
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
７
月
の
委
員
会
で
は
、
全
国
大
学
生
協
連
専

務
理
事
よ
り
長
引
くCO

V
ID
-19

に
よ
っ
て
大
学
生
協

の
経
営
は
甚
大
な
影
響
を
受
け
、
今
後
の
大
学
生
協

「
再
生
」
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
報
告
と
提
案
を
受
け

ま
し
た
。
大
学
生
・
大
学
院
生
お
よ
び
教
職
員
の
皆

さ
ま
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
大
学
生
協
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
波
に
よ
る
度
重
な
る
活
動
自

粛
要
請
は
大
学
生
協
の
経
営
を
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
陥
れ
ま
し
た
。
急
激
に
悪
化
し
た
経
営
基
盤
を
改

善
す
る
た
め
に
は
事
業
の
大
幅
な
見
直
し
、
聖
域
を

な
く
し
た
再
生
計
画
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
再
生
計
画
案
を

も
と
に
各
大
学
生
協
で
は
さ
ら
に
議
論
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
教
育
活
動
や
研
究
活
動
に

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
支
援
が
で
き
る
案
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

全
国
教
職
員
委
員
会
で
は
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
全
国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
交
流
と
教
訓
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
今
年
が
全
国
教
職

員
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
年
で
あ
り
、
テ
ー
マ
は
「
大
学

生
協
ら
し
い
学
生
支
援
を
考
え
る
」
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、CO

V
ID
-19

の
終
息
の
見
込
み
が
望
め

な
い
こ
と
か
ら
２
０
２
２
年
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
や
内
容
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
学
生
支
援
や
い
ま
話
題
と
な
っ

て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
な
ど
各

専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

全
国
教
職
員
委
員
会
で
は
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ

る
地
域
ご
と
の
取
り
組
み
や
活
動
が
報
告
さ
れ
、
活

発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
報
告
で
は
、

「
地
域
生
協
（
県
生
協
連
）
や
農
業
団
体
か
ら
大
学
生

協
が
支
援
を
受
け
、
米
や
支
援
金
を
頂
い
た
」、「
某

銀
行
よ
り
災
害
備
蓄
品
入
れ
替
え
の
た
め
そ
の
一
部

を
大
学
生
協
が
受
け
取
り
、
大
学
生
に
支
給
し
た
」、

「
大
学
と
契
約
し
て
い
た
業
者
食
堂
が
撤
退
し
、
大

学
生
協
へ
の
昼
食
確

保
の
要
請
が
あ
っ

た
」
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
全
国
教
職

員
委
員
会
は
全
国
の

大
学
の
教
職
員
の
み

な
さ
ん
と
の
貴
重
な

意
見
交
換
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「全国教職員委員会」定例会に参加して
北大生協教職員委員会委員長　笠原　敏史

全国教職員委員会は、各ブロックおよび会員生協の教職員の組織活動の全国的なとりまとめを行っています。
今回は、去る７月18日に行われました定例会の報告を通じて、全国の大学生協の現状や全国教職員委員会の
活動をご紹介させていただきます。

大学生協杉並会館大学生協杉並会館

2021年 10月 1日 よりよい生活と平和のために 第 395号　（ 2 ）



北大の学生・教職員や近隣住民・観光客の方々にとって、大野池は重要な憩
いの場です。特に、オシドリの親子と池中に広がるスイレン（園芸品種を総称
して園芸スイレンと呼ばれます）のピンクや白色の花には、多くの人々が注目
しているように感じます。７月に発行された本誌394号でも、スイレンの花の
写真が表紙に掲載されていました。

このスイレン、実は近年侵略的外来種として認識されるようになってきまし
た。環境省が作成した生態系被害防止外来種リストでは、甚大な被害を及ぼす可能性があるため積極
的に防除を行う必要性がある「重点対策外来種」に指定され、国内の様々な場所で問題となっていま
す。実際に、新潟県妙高市のいもり池などでは駆除が始まっています。

現在の大野池には、ホザキノフサモやホソ
バミズヒキモといった在来の水草も生育して
います。しかし、これらの種が見られる場所
は、スイレンの葉がないところに集中してい
ます。残念ながら大野池でもスイレンが在来
の水草に与える影響は少なくなさそうで、こ
のままスイレンが広がっていくのを放置する
と、在来の水草が消滅してしまう危険性があ
ります。

大野池だけでなく下流への影響も考慮すべきです。大野池が取水・排水しているサクシュコトニ川
は琴似川・新川となって石狩湾に注ぎますが、大野池のスイレンが供給源となって下流へ広がってし
まう可能性もあります。この場合は北大が汚名を被ることに繋がりかねません。大野池や新川は人工
的な水辺ですが、日本に20万箇所以上あるとされる人工のため池は在来の水草の主要な生育地として
認識され、しばしば保全対象となっています。

一方で、スイレンは大野池のシンボルです。特別な思い入れのある方や、駆除した方がよいと聞い
て残念に思う方も少なくないと思います。実際に私も授業や講座で教材としてお世話になっています
し、花はキレイですから、残念な気持ちは理解できます。駆除にあたり、多くの配慮が必要なのは間
違いありません。

そして、駆除にかかるコストも無視できません。私はかつて本州の湖沼で駆除を試みたことがあり
ますが、水深80cm程度の場所で１m四方のスイレンを掘りとるのに、１～２時間かかりました。胴
長靴を履いて作業しましたが、細かい作業をするために手を底に伸ばしたときに水が入ってしまい、
作業が終わる頃には全身水浸しでした。大野池の底を縦横無尽に走るスイレンの根茎をすべて掘りと
るのにどれほどの労力かかるのか、想像もつきません。もしかしたら、重機を使う必要があるかもし
れません。

生物多様性に関わる身としては「駆除した
い」のが正直な気持ちですが、なかなか一筋縄
ではいきません。北大キャンパスは自然環境を
特長の一つとした大学のキャンパスであり、ア
カデミックな判断が求められます。北大が率先
して駆除を行うことで、スイレンが侵略的外来
種であるという知識や駆除活動をより普及でき
るかもしれないと考えています。大野池とスイ
レンの行く末を、今後ぜひ注目していただけれ
ば幸いです。

大野池のスイレンを駆除したい
首藤光太郎（北海道大学総合博物館・助教）

スイレンを避けるように生育するホザキノフサモとホソバミズヒキモスイレンを避けるように生育するホザキノフサモとホソバミズヒキモ

大野池いっぱいに広がったスイレン大野池いっぱいに広がったスイレン

（ 3 ）　第 395号 よりよい生活と平和のために 2021年 10月 1日



第8回 フォトコンテスト 第8回 フォトコンテスト 「北大百景2021「北大百景2021 ～魅力発見×再発見～」～魅力発見×再発見～」  審査結果発表!!審査結果発表!!
審査員：生協学生委員会、生協院生委員会、生協教職員委員会、生協理事会室、北大写真部　から各 1名

特選および各賞入賞者の皆さんには、生協電子マネーを贈呈いたします。

教職員委員会賞
「熊野の森の小さな北大」
井口　光（大学院生）
札幌キャンパスの建物を想起させる重要文化財の庁舎は、鬱蒼
とした熊野の山中でも風景と馴染んでいます。
●審査員コメント
国内にある北大の施設で、札幌キャンパスから一番遠くに存在するの
が、南紀・熊野の最奥部の集落にある（写真中央右下に見える青色屋
根の建物）北方生物圏フィールド科学センター（FSC）和歌山研究林
庁舎（国指定文化財・1927年建設）です。殆どの北大関係者はこの地
を訪れる機会はないと思いますが、夕暮れ時の写真は、コロナとは無
縁で安らかな一時と明日への活力を生み出す一枚と感じました。

北大写真部賞

理事会室賞
「童話世界へ」
曹中（大学院生）
実験機材を運ぶ学生と、ちょうど雪から晴れる大学構内。童話世界
のような景色は北大研究者たちの科学へのピュアな心境とぴったり
と感じた。
●審査員コメント
冬のとある朝、粉雪舞う中に液体窒素の保管容器と片手にスマホを持つ女
子学生が、除雪前の道をテクテクと歩く様子を切り取った一枚は、とても
北大らしいと感じました。冬に慣れると、コートを着て外に出るのも億劫
になります（笑）どうしても「北大らしさ」と言うと、風景や動物が多く
なってしまいますが、この作品は人物を構図に入れて、上手に表現されて
いると思いました。 

「プリケツ」
柿澤　彩花（学部生）
３匹とも無防備に草を食べ続ける姿は一周回って感動を覚えます。
この写真で北大羊ファンが増えることを願って。
●審査員コメント
人間は古来より臀部への憧憬を抱き、尻を壁画にしたり石膏でかたどったりス
ケッチしたり追いかけたりする対象とみなしてきました。この作品は、こうした

「尻神秘主義」が現代において昇華した作品と言えるでしょう。この写真では撮
影者は他の部分には目もくれず、羊の尻のみを追い求めています。この無垢なる
エロティシズムは、なかなか出せません。

院生委員会賞
「銀世界」
花岡　杏美（学部生）
学校から出たら外がほんとに銀世界になってました。
●審査員コメント
綺麗な雪景色は北海道、北大ならではの魅力ですよね。雪の降らない
地方から来た自分も綺麗な雪景色は印象的でした。見慣れすぎて何も
思わなくなった人も多いかもしれませんけど、身近な魅力ってそうい
うものですよね。この写真では雪の白さと夜の暗さと白黒がはっきり
と分かれて特に綺麗に見えました。夜までサークル活動とか研究とか
して帰る時に見た景色が思い出されます…。

学生委員会賞

特　選
「秋の疾風に聳ゆ」
村橋　究理基（大学院生）
北大の秋の終わり、色づいたポプラは風にな
びき、ひたひたと冬の気配が迫る。
●審査員コメント
コロナウィルス感染症によって世の中が一変し、
今日までずっと閉塞感が続いています。今回の特
選作品は北海道大学の四季が凝縮されており、そ
の雄大さを感じます。この景色の前でその開放感
を味わい、北大の空気を胸いっぱい吸い込んで深
呼吸をしてみたい、そんな気持ちにさせてもらい
ました。北大の風景が今まさに変わろうとする瞬
間を見事にとらえた作品です。

「夏の最後、秋の初め」
金芝萍（大学院生）
秋の北大イチョウ並木は非常に有名ですが、秋が来る前のイ
チョウ並木も綺麗だと思う。緑と黄色に染まる夏秋は、一番良
い時と思っている。その上、緑は「新生」と言うイメージを持
ち、「未来」や「希望」が見えると信じている。
●審査員コメント
今回、学生委員会賞を選定させていただくにあたって意識したこと
は、一目で北海道大学内の景色だとわかることと、季節を感じられる
ことの二点です。北大のイチョウ並木を題材にした写真は他にもあり
ましたが、この写真がイチョウ並木の美しさを最も上手く表現してい
ると感じました。夏の生命力あふれる緑から、落葉前に見せる最後の
輝きである黄色への変遷。美しい季節の移り変わりとイチョウの命を
感じさせる１枚だと思います。

「 きぼうの虹」フォトコンテストも今年で８回目となりました。テーマは「北大百景2021～魅力発見×再発見～ 」。コロナ感染症に
よる影響で昨年は開催できず、今年も時期をずらし７月１日から８月27日までの約２ヶ月という長期の応募期間で開催しました。
大学になかなか出て来られない状況の中、過去最多数である71点の作品が寄せられました。その中から各審査員それぞれの感性に響い
た作品として、特選１点、各委員会賞５点を選出いたしました。応募していただいた皆さん、本当にありがとうございました。
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大
規
模
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
中
、
政
府
は
、「
防
災
・
減
災

の
観
点
か
ら
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
う
ち
の
自
助
と
し
て

保
険
・
共
済
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
、
火
災

保
険
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
火
災
保
険
水
災
料

率
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
（
金
融
庁
設
置
）
に
提
出
さ
れ
た

『
火
災
保
険
に
お
け
る
保
険
金
支
払
い
と
収
支
の
状
況
等
（
日
本

損
害
保
険
協
会
作
成
、
６
月
25
日
）』
に
以
下
の
記
述
が
あ
り
ま

す
。
①
自
然
災
害
に
よ
る
支
払
保
険
金
は
風
災
と
水
災
を
中
心
に

激
増
し
、
２
年
連
続
で
１
兆
円
を
超
え
た
こ
と
、
②
火
災
保
険

の
過
去
10
年
の
収
支
は
、
黒
字
が
２
０
１
５
年
度
＋
１
４
５
億

円
だ
け
で
、
他
は
赤
字
、
２
０
１
８
年
度
▲
５
，２
２
５
億
円
、

２
０
１
９
年
度
▲
２
，８
７
８
億
円
で
赤
字
が
常
態
化
し
て
い
る

こ
と
、
③
損
害
保
険
会
社
の
経
営
安
定
の
た
め
の
再
保
険
の
コ
ス

ト
が
上
昇
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
異
常
危
険
準
備
金
の
残
高
は

枯
渇
状
態
に
あ
る
こ
と
。
火
災
保
険
に
つ
い
て
、
損
害
保
険
会
社

の
収
支
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
（
保
険
会
社
が
保
険
料
率
を
決
め
る

参
考
デ
ー
タ
を
作
成
）
は
、
収
支
改
善
に
向
け
て
、
参
考
料
率

を
２
０
１
８
年
＋
5.5
％
、
２
０
１
９
年
＋
4.9
％
、
２
０
２
１
年

＋
10.9
％
と
毎
年
改
定
す
る
と
と
も
に
、
①
「
保
険
料
負
担
の
公

平
性
」
と
「
保
険
購
入
可
能
性
」
の
バ
ラ
ン
ス
、
②
契
約
者
に

と
っ
て
の
区
分
の
分
か
り
易
さ
、
③
保
険
会
社
で
の
保
険
引
受
実

務
の
観
点
か
ら
、
全
国
一
律
の
水
災
リ
ス
ク
に
よ
る
保
険
料
率
を

地
域
別
に
細
分
化
す
る
こ
と
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
火
災
保
険
の
保
険
料
が
高

く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。
家
計
に
負
担
が
か
か
っ
て
い

き
ま
す
が
、「
加
入
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
。
補
償
を
も
っ
と
考
え
れ
ば

よ
か
っ
た
。」
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ほ
け
ん
の
お
話

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
26
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
、
私
な
ど
は
災
害
救
援

が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
と
も
と

の
意
味
は
、
み
ず
か
ら
志
願
し
て
戦
場
に
赴
く
、
と

い
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
、
自
発
性
が
そ
の
本
質
で
あ

る
よ
う
で
す
。
無
償
で
行
う
こ
と
、
が
第
一
の
意
味

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
報
酬
が
支
払
わ
れ

る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
無
償
に
し
ろ
有
償
に
し
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
お
け
る
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
に
は
、
独
特
の
意

味
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
急
速
に
広

ま
り
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
五

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
だ
と
さ
れ
ま
す
。
自
分

自
身
で
も
参
加
し
た
そ
の
時
の
体
験
で
思
い
浮
か
ぶ

の
は
、
激
甚
被
災
地
で
あ
る
神
戸
市
中
心
部
に
あ
る

廃
墟
の
よ
う
に
な
っ
た
大
き
な
ビ
ル
の
、
薄
暗
い
ワ

ン
フ
ロ
ア
を
埋
め
尽
く
し
た
、
沢

山
の
若
い
人
た
ち
が
床
に
座
り
込

ん
で
い
る
姿
で
す
。
震
災
発
生
二
月

後
の
三
月
下
旬
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
春
休
み
を
利
用
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
つ
け
た
学
生
た
ち

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
様
子

は
、
い
わ
ゆ
る
「
心
の
ケ
ア
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た

私
た
ち
が
心
配
に
な
る
ほ
ど
、
一
様

に
ひ
ど
く
疲
れ
切
っ
た
表
情
で
し

た
。
で
も
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
も

沢
山
の
人
達
が
、
被
災
地
を
目
指
し
た
の
で
し
ょ
う
。

激
甚
災
害
の
被
災
地
は
苛
酷
で
す
。
倒
壊
し
た
り
、

斜
め
に
な
っ
た
り
、
焼
け
焦
げ
た
り
し
た
建
物
が
連

な
る
風
景
。
あ
る
い
は
、
津
波
の
後
の
、
破
壊
さ
れ

尽
く
し
た
家
々
と
建
物
と
瓦
礫
の
山
が
、
見
渡
す
限

り
拡
が
る
風
景
。
そ
ん
な
風
景
の
中
で
過
ご
す
時
間

に
は
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
心
理
的
な
重
荷
が
の
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。
任
務
を
終
え
て
、
被
災
地
の
外

に
出
た
と
き
、
ま
る
で
い
き
な
り
無
重
力
状
態
の
中

に
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
を
お
ぼ
え
ま
す
。

そ
ん
な
被
災
地
で
は
、
人
と
人
と
の
か
か
わ
り

も
、
平
時
と
は
非
常
に
異
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

お
か
し
な
譬
え
で
す
が
、
何
だ
か
生
ま
れ
た
て
の
赤

ん
坊
ど
う
し
の
か
か
わ
り
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
人
と
人
と
の
気
持
ち
の
上
で
の
距
離
が
、
す

ご
く
近
く
な
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
は
、

最
初
の
一
月
間
は
独
特
の
融
け
合
う
よ
う
な
感
じ
が

あ
っ
た
と
、
記
録
は
伝
え
ま
す
。
平
時
の
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
を
隔
て
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
、

取
り
払
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
人
と
人
と
が
な
ま
で
ふ
れ
あ
う
と
い
う
感
じ
。

こ
れ
が
多
く
の
人
を
ひ
き
付
け
る
一
因
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

平
時
の
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
は
、
家
族
、
友

人
、
恋
人
な
ど
を
除
く
と
、
役
割
で
あ
っ
た
り
金
銭

で
あ
っ
た
り
に
よ
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
別
に
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
。
役
割
や
金
銭
に
よ
っ
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
枠
付

け
さ
れ
た
関
係
は
、

安
定
感
が
増
し
ま

す
。
逆
に
、
枠
付

け
の
弱
い
近
し
い

関
係
は
、
よ
く
モ

メ
ま
す
よ
ね
。
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
そ
う
い
う
と

こ

ろ

が

あ

っ

て
、

被
災
者
の
必
要
性

か
ら
ず
れ
た
活
動

が
摩
擦
を
起
こ
す

こ
と
は
、
稀
で
は
な
い
と
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
自
発
的
で
往
々
に

し
て
無
償
の
行
為
は
、
そ
れ
が
相
手
か
ら

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
時
、
人
を
不
安
定
に
し
が
ち
で

す
。
受
け
手
の
側
も
、
不
安
定
に
な
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
有
料
で
あ
る
方

が
良
い
と
さ
れ
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
は
、
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。

水
害
が
続
き
、
感
染
症
の
蔓
延
が
世
を
覆
い
、

大
規
模
地
震
の
発
生
も
遠
か
ら
ず
と
さ
れ
る
今
、

平
時
と
災
害
時
の
区
別
が
、
な
ん
だ
か
薄
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と

さ
れ
る
状
況
は
、
こ
れ
か
ら
も
生
じ
て
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
。
人
と
人
と
の
隔
た
り
が
取
り
払
わ
れ
た

中
で
、
他
に
代
え
ら
れ
な
い
も
の
を
与
え
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
、
続
い
て
ゆ
く
と
い

い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボランティアとボランティアと
人と人との人と人との
隔たりのこと隔たりのこと

こころの
健康を考える 71○

2021年 10月 1日 よりよい生活と平和のために 第 395号　（ 6 ）



夏はバンドルセー
ルもありますので、文
庫と新書が良く売れま
す。１位の『ぼくはイ
エロ－でホワイトで、
ちょっとブル－』は
様々な社会問題を捉え
た話題の１冊です。

2021年７月・８月文庫新書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 ぼくはイエロ－でホワイトで、ちょっとブル－ ブレイディみかこ 新潮文庫 6 アリス殺し 小林泰三 創元推理文庫

2 民主主義とは何か 宇野重規 講談社現代新書 7 かがみの孤城 辻村深月 ポプラ文庫

3 人間失格　改版 太宰治 新潮文庫 8 読者はどこにいるのか 石原千秋 河出文庫

4 こころ　改版 夏目漱石 新潮文庫 9 英語の思考法 井上逸兵 ちくま新書

5 人新世の「資本論」 斎藤幸平 集英社新書 10 スマホ脳 アンダ－ス・
ハンセン 新潮新書

■
機
関
紙
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
『
激
エ
モ
！

夏
デ
ー
ト
号
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

学
生
委
員
会
の
機
関
紙
で
あ
る
Ｌ
ｅ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
の
最
新
号
、『
激
エ
モ
！
夏
デ
ー
ト

号
』
が
各
生
協
店
舗
や
食
堂
に
配
架
さ
れ

ま
し
た
。
今
号
は
「
エ
モ
い
夏
」
を
テ
ー

マ
に
、
お
す
す
め
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介

や
夏
の
エ
モ
い
過
ご
し
方
な
ど
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
学
生
委
員
会
の
公
式
Ｈ
Ｐ

に
て
電
子
版
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
受
験
生
応
援
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
始

動
し
ま
し
た
。

９
月
24
日
㈮
よ
り
、
受
験
生
応
援
メ
ル

マ
ガ
の
配
信
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
北

大
受
験
に
役
立
つ
情
報
を
毎
週
金
曜
日
に

配
信
し
て
い
き
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、T

w
itter

https://hokudai-coop-gi.com
/

@
H
U
_CO
O
P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の

日
頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ
と

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
公
式

Ｈ
Ｐ
・T

w
itter

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る
方

は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!!

■
教
職
員
総
代
会
議
：
通
常
時
学
内

７
ヶ
所
で
開
催
す
る
総
代
会
議
を
、
７
月

13
・
14
日
、
９
月
15
・
16
日
の
お
昼
休
み

を
利
用
し
て
、
３
～
４
ヵ
所
合
同
で
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

農
学
部
で
試
験
展
開
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
ま
た
生
協
の
各
店
舗
の
営

業
時
間
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
感
想
・

意
見
・
質
問
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
７
月
15
日
、
９
月

16
日
に
対
面
会
議
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
併
用
で

開
催
し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
今
号
で
は
、
２
年

ぶ
り
に
開
催
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
受
賞
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。
各
作

品
そ
れ
ぞ
れ
に
良
さ
が
あ
り
、
審
査
は

大
変
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
各
審
査

員
の
心
に
響
い
た
作
品
と
い
う
事
で
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
号
か
ら
表
紙
写
真
は
応
募
作
品
の
中

か
ら
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

お
楽
し
み
に
！

【 

編
集
後
記 

】

　

き
ぼ
う
の
虹
３
９
５
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
北
海
道
で
も
緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
と
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
自
宅
で
テ
レ

ビ
観
戦
し
た
方
々
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
が
済
ん
で
い

て
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
平
穏
な
生
活
環
境
に
早
く

戻
れ
る
よ
う
に
、
北
大
生
協
も
奮
闘
努

力
中
で
す
!!!

　

組
合
員
の
皆
様
も
ご
自
愛
下
さ
い

ま
せ
。

学
生
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

学

生

委

員

会

学
生
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

学

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

院
生
委
員
会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

院

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

院

生

委

員

会

クラーク
書籍便り

Vol.05

■
７
月
６
日
、
院
生
と
生
協
職
員
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
！

営
業
時
間
に
関
す
る
要
望
や
普
段
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
院
生

も
生
協
の
経
営
状
況
を
知
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

冬
に
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
書
評
誌
「
ほ
ん
で
な
い
か
い

２
０
２
１
」
発
行
準
備
開
始
！

今
年
も
年
末
に
「
ほ
ん
で
な
い
か
い

２
０
２
１
」
を
発
行
予
定
で
す
。
様
々

な
所
属
の
学
生
か
ら
の
書
評
は
毎
年
面

白
い
も
の
が
多
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
書
評
を
募
集
し
ま
す
！

詳
細
は
院
生
委
員
会
公
式
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

に
て
！

■
院
生
委
員
会
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

@
H
okudainsei_coo

北
大
大
学
院
生
に
向
け
て
情
報
を
発

信
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
４
月
よ
り
再
稼

働
し
ま
し
た
。
世
の
中
の
た
く
さ
ん
の
情

報
の
中
か
ら
北
大
の
大
学
院
生
に
か
か
わ

る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

企
画
し
た
大
学
院
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
も
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
大

学
院
生
や
大
学
院
進
学
予
定
の
学
部
生
の

み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

現
在
、
院
生
委
員
会
で
は
大
学
院
生

や
大
学
院
受
験
を
控
え
た
学
部
４
年
生

の
み
な
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
活
動
・
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告
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記
念
祝
賀
会
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
長
の

佐
藤
昌
介
の
在
職
二
五
周
年
に
あ
た

る
一
九
一
二
年
、
同
僚
な
ど
が
祝

賀
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
た
も
の

で
す
。
共
に
佐
藤
の
教
え
子
に
あ

た
る
、
農
科
大
学
助
教
授
森
本
厚

吉
（
一
八
七
七
～
一
九
五
〇
年
）
が

取
り
仕
切
り
、
予
科
教
授
有
島
武
郎

（
一
八
七
八
～
一
九
二
三
年
）
が
助

力
し
て
い
ま
す
。

森
本
の
依
頼
を
受
け
た
有
島
武

郎
は
、
一
九
一
二
年
一
月
二
八
日
、

実
弟
で
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た

ば
か
り
の
新
進
画
家
有
島
壬み

ぶ

ま
生
馬

（
一
八
八
二
～
一
九
七
四
年
）
に
手

紙
を
送
り
、「
写
真
的
の
肖
像
を
所

謂
名
の
知
れ
た
名
家
に
嘱
託
」
し
た

い
の
で
「
適
当
の
人
御
紹
介
」
願

い
た
い
、「
報
酬
は
額
縁
送
代
共

百
二
十
円
」
と
伝
え
ま
す
。
結
局
、

壬
生
馬
自
身
が
製
作
を
引
き
受
け
、

兄
武
郎
は
三
月
二
日
付
け
の
手
紙

で
、
佐
藤
の
体
つ
き
、
相
貌
の
細
か

な
特
徴
、
顔
や
頭
髪
の
色
な
ど
に
加

え
、
性
格
に
つ
い
て
も
詳
し
く
書
き

作
者
は
黒
田
清
輝
（
一
八
六
六
～

一
九
二
四
年
）、
近
代
日
本
を
代
表

す
る
洋
画
家
で
す
。
黒
田
も
薩
摩

藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
後
に
子
爵

と
な
る
伯
父
黒
田
清
綱
の
養
子
に

入
り
ま
す
。
橋
口
の
妻
は
黒
田
清

輝
の
義
姉
（
清
綱
の
長
女
）
に
あ

た
り
、
ま
た
、
孫
が
黒
田
清
輝
の

養
子
と
な
っ
て
子
爵
を
継
ぎ
ま
す
。

橋
口
と
黒
田
は
た
い
へ
ん
近
し
い

親
類
で
し
た
。

今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
宝
美

術
品
を
二
点
紹
介
し
ま
す
。

黒
田
清
輝
の
作
品

一
点
目
は
、
一
八
八
八
～
九
一
年

に
札
幌
農
学
校
長
を
務
め
た
橋
口
文

蔵
（
一
八
五
三
～
一
九
〇
三
年
）
の

肖
像
画
で
す
。
橋
口
は
薩
摩
藩
士

の
家
に
生
ま
れ
、
二
十
二
歳
で
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
農
科
大
学
な

ど
に
学
び
ま
し
た
。

一
八
八
一
年
の
帰
国

後
は
、
開
拓
使
・
農

商
務
省
・
北
海
道
庁

に
お
い
て
十
年
間
に

わ
た
り
、
西
洋
科
学
・

技
術
に
通
じ
た
人
材

と
し
て
農
政
部
門
で

重
用
さ
れ
ま
し
た
。

第６回第６回
「お宝美術品から覗く」「お宝美術品から覗く」
北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

送
り
ま
す
。「
平
常
寡
言
な
れ
ど
も

一
度
破
顔
寛
話
す
れ
バ
一
派
の
春
風

を
呼
び
来
る
ニ
足
る
」
と
い
っ
た
表

現
も
見
ら
れ
ま
す
。
五
月
二
二
日
付

け
の
手
紙
に
は
「
学
長
の
肖
像
は
学

長
に
は
存
外
気
に
入
」
っ
た
よ
う
だ

と
記
し
て
い
ま
す
。

肖
像
画
の
作
者
有
島
壬
生
馬
は
、

個
性
主
義
・
理
想
主
義
を
掲
げ
た
文

芸
思
潮
「
白
樺
派
」
を
代
表
す
る
洋

画
家
で
す
。「
有
島
生い

く
ま馬
」
の
筆
名

で
活
動
し
ま
し
た
。「
白
樺
派
」
は

志
賀
直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
を
中
心

に
一
九
一
〇
年
に
始
ま
り
、
有
島
兄

弟
も
主
要
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
生
馬

の
こ
の
作
品
は
「
白
樺
派
」
初
期
の

美
術
作
品
に
あ
た
り
ま
す
。

美
術
品
も
歴
史
的
資
料

「
な
ぜ
こ
ん
な
作
家
の
作
品
が
？
」

と
疑
問
を
持
っ
て
、
作
者
と
モ
デ
ル

の
関
係
、
製
作
の
経
緯
な
ど
を
探
っ

て
み
る
と
、
大
学
の
歴
史
が
意
外
な

人
物
と
す
れ
違
っ
た
り
、
大
き
な
文

化
運
動
を
か
す
め
た
り
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
美
術
品
は
鑑
賞

の
対
象
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大

学
の
歴
史
の
覗
き
穴
と
な
る
歴
史
的

資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

前列中央に橋口文蔵校長、その左に佐藤昌介教授（1891年）前列中央に橋口文蔵校長、その左に佐藤昌介教授（1891年）

肖
像
画
の
額
縁
の
裏
書

き
に
は
「
亡
父
橋
口
文

蔵
画
像　

黒
田
清
輝
筆

／
札
幌
農
学
校
御
中　

明
治
卅
七
年
七
月　

男

橋
口
兼
清
拝
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
札
幌
農

学
校
の
校
友
会
誌
『
文

武
会
会
報
』
第
四
六
号

（
一
九
〇
五
年
九
月
）
に

は
、
橋
口
の
遺
族
が
黒

田
に
肖
像
画
の
製
作
を
依
頼
し
た
こ

と
、
黒
田
は
門
弟
に
描
か
せ
て
自
身

は
そ
こ
に
加
筆
を
し
た
ら
し
い
こ
と

を
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
肖
像
画
は
か
な
り
傷
ん
で
い

ま
し
た
が
、
二
〇
一
七
年
、
専
門
家

が
修
復
し
、
元
の
作
品
の
雰
囲
気
を

取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

有
島
生
馬
の
作
品

二
点
目
は
、
橋
口
文
蔵
の
次
の

校
長
佐
藤
昌
介
（
一
八
五
六
～

一
九
三
九
年
）
の
肖
像
画
で
す
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
、
佐
藤
ユ
リ
氏

か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐

藤
昌
介
は
札
幌
農
学
校
第
一
期
生
で

す
。
一
八
九
四
～
一
九
三
〇
年
の

三
五
年
以
上
に
わ
た
り
、
札
幌
農
学

校
長
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

長
、
北
海
道
帝
国
大
学
総
長
と
し
て

北
大
を
牽
引
し
続
け
ま
し
た
。

肖
像
画
の
額
縁
の
裏
書
き
に
は

「M
.Arishim

a 3 April 1912

＼

贈
呈　
佐
藤
博
士
＼
明
治
45
年
４
月

３
日　

佐
藤
博
士
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